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弱い地震動を利用した建物健全性調査について～建物用IT強震計による
長期観測から～
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motion: From the long-term observation by using
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建物は地震や台風などの自然災害による損傷や，部材のひび割れや劣化，接合部のゆるみなどか
ら，竣工当初の耐震性能が低下する．構造物ヘルモニタリングは，種々のセンサーを使って，こ
れらの損傷や劣化などの構造物の健全性を調査する技術である．
建物の健全性調査に関する既往の研究では，地震のない静寂な環境で実施する常時微動観測を用
いた研究例が多くみられる（例えば，荒川他2004,2007）．常時微動観測は，ノイズとなる非定
常な振動が少ない深夜に行われることが多く，地震がないときに実施できるという点で機動性の
高い観測である．しかしながら，建物への入力振動が非常に微弱であるため，複雑な建物の場合
は，地震時の振動特性とは異なる振動特性しか得られないことが示唆されている．たとえば，池
田2009,池田他2008は，複雑な振動特性を持つ建物では，常時微動観測と有感地震観測の場合
で，建物の伝達関数が変化することを示している．
結局，地震に対する建物の健全性調査のためには，常時微動観測だけでは不十分で，実際の地震
のときに建物がどのように揺れるかを観測することが重要なのである．しかし，これまでも多く
の建物に地震観測装置が取り付けられているが，その多くは，強い地震動の時だけ記録を取ると
いう観測システムであるため，震度1程度の弱い地震動のときの建物の揺れを測定して健全性調
査に積極的に活用するという研究報告はあまり見られない．
我々は，ITKセンサーを建物内に多数設置して，日頃の弱い地震動による建物の振動特性を調査
する建物用IT強震計システムを開発し，東京大学の複数の建物に設置して長期間観測している
（鷹野他2005,2007,2008,2008b,2009）．ITKセンサーは，その開発と標準化がIT強震計コンソ
ーシアムにおいて進められているネットワーク接続型の地震計で，安価だがノイズレベルが0.1
～0.2gal程度と高性能であるため，震度0～1程度の弱い地震動でも十分解析に利用可能な記録が
取れるものである（鷹野他2009b）．このシステムでは，データを連続記録で保存し，任意の期
間の記録を取り出して利用可能となっている．保存期間は，記憶装置の容量に依存するが，最新
の数か月程度は保存可能である．地震時の記録も保存可能で，最初の観測開始から今日まで約4
年間で震度0～1以上の約300の地震の時の各建物の揺れの記録が取れている．
本発表では，これまで観測された記録の一端を紹介し，弱い地震動を利用した建物健全性調査の
有効性と普及のための課題を論じる．
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